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⑤ 抽出 （関連する革新技術：図 5 ④） 
使用済燃料溶解液を使用した小規模ホット試験を行い、HM 回収率、除染性能の確認及び Np

挙動の評価をし、目標とする性能の達成見通しを確認した。今後、ホット試験を積み重ねてデー

タの充実を図る。遠心抽出器を多段に組んだ工学規模ウラン試験設備を使用して抽出、逆抽出、

溶媒洗浄の試験を行い、運転特性データを取得した。遠心抽出器の耐久性向上を目的とした、磁

気軸受の開発及び耐久性試験を実施し、コールド環境（硝酸環境）において 5000 時間の耐久性

試験を実施した。今後、その結果から部品毎の劣化具合を評価して最終的な耐久寿命の予測を行

い、耐久性目標（10 年以上）についての見通しを立てる。 
⑥ 溶媒洗浄 （関連する革新技術：図 5 ⑥） 

ソルトフリー試薬の分解生成物に関する挙動評価や、分解生成物による装置構造材腐食性検討

を行い、分解生成物による安全上の重大な問題はないことを確認した。 
⑦ MA 回収 （関連する革新技術：図 5 ⑤） 

候補となっている吸着材を対象として分離性能の比較・評

価を行い、吸着材の選定に資するデータを取得した。 
また、耐酸性・耐γ線性評価試験、吸着材劣化物の熱的安定性

評価試験や耐α線性評価試験等を行い、吸着材の安全性に資す

る基礎データを取得したが、吸着材を決定するには至っていな

い。今後もデータの充実を図ると共に、有望な吸着材の探索に 
も努める。工学規模の抽出クロマト要素試験により装置内流動

特性や、安全性に係わる温度特性（熱物性）を取得し、定常運

転時における運転温度を供給液用加熱ヒータや温度調整ジャケ

ットにより安定に確保する方法を確認した（図 9）。今後は、

異常時を想定した安全性試験や耐久性試験を行い、システムの

成立性確認を行う。 
⑧ 付帯設備 

工程管理、計量管理に必要な分析設備について、自動化等による合理化を考慮した概念設計を

実施し、分析設備の配置に必要な面積を算出した。FS フェーズⅡの実用施設概念では建設費低

減を目的に貯槽類をコンパクト化したために頻繁なサンプリング及び分析が必要となり、その結

果分析設備の負荷が高くなっていることが明らかとなった。 
b. 安全 

各プロセスの合理的な臨界安全設計についての検討を実施し、採用可能性な方策（燃焼度クレ

ジットの採用やインライン計装による核物質濃度の管理等による機器設計条件の緩和、運転手順

の迅速化など）を抽出し、技術的課題や施設設計に与える影響について整理した。 
c. 保守・補修 

稼働率向上の観点から、設備毎に稼働率に影響をおよぼす箇所を抽出し、多系列・多重化が必

要となる工程・設備を洗い出し、多系列・多重化の考え方を取りまとめた。多系列化・多重化の

考え方を取り入れた場合、建家容積は 4%程度、建設コストは 12%程度それぞれ増加すると見積

もられた。 
d. 建家 

合理的な建家設計を目的として、FS フェーズⅡで採用した一体型建家との比較を行うために、

図9 抽出クロマト要素試験装置
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図 9 抽出クロマト要素試験装置 
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